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デパートなどで見る値段とは
ひと回り違う安値に、みんな
びっくりの販売コーナー

端材のお持ち帰りコーナーは、
掘り出し物を探す人で大賑わ
いでした。帰りの荷造りも大
変です

「ぼくもやってみるかい？」東出さんに誘わ
れて子どもたちも屋久杉挽きに挑戦

会場入口では東
ひがして

出朝
あさ ひ

陽さんによる大鋸を使った木挽きの実演。東出さん
は最後の江戸木挽き、林以一さんただ1人のお弟子さんです。大鋸を使っ
た木挽きの実演に見入る人も大勢

木の香がする春風のなかで木の香がする春風のなかで
　3月春分の日と22日の両日、東京銘木協
同組合創立65周年優良銘木展示大会が、
新木場2丁目の東京銘木市場で開催されま
した。お出かけ日和のお天気となった両日、
競り市とＰＲイベントに江東区民はじめ一
般の方々がたくさん参加しました。木の香
がする春風のなかでの、賑わいの様子をお
伝えします。
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─
ど
の
よ
う
に
す
る
と
木
材
が
燃
え
難
く
な
る
の
で

し
ょ
う
か
？

◉
木
材
を
燃
え
に
く
く
す
る

木
材
は
熱
せ
ら
れ
て
一
定
の
温
度
（
約
２
６
０
℃
）
に

達
す
る
と
熱
分
解
が
始
ま
り
、
タ
ー
ル
や
ガ
ス
な
ど
を
放

出
し
始
め
ま
す
。
こ
の
ガ
ス
に
は
一
酸
化
炭
素
や
水
素
な

ど
可
燃
性
の
ガ
ス
が
含
ま
れ
て
い
て
、
ガ
ス
と
空
気
と
で

木
材
の
ま
わ
り
に
可
燃
性
混
合
気
層
と
い
う
も
の
が
つ
く

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
さ
ら
に
熱
せ
ら
れ
て
こ
の
混
合
比
が

可
燃
限
界
に
達
す
る
と
引
火
に
よ
っ
て
燃
焼
し
ま
す
（
引

火
温
度
）。
こ
の
混
合
気
層
が
さ
ら
に
約
５
０
０
℃
に
ま

で
達
す
る
と
燃
焼
し
始
め
ま
す
（
発
火
温
度
）。
い
っ
た

ん
燃
え
始
め
る
と
、
そ
の
燃
焼
熱
は
さ
ら
に
木
材
の
分
解

を
促
し
燃
焼
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
こ
の
分
解
、
燃
焼
を
燃

焼
サ
イ
ク
ル
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
木
材
を
難
燃
化
処
理
す

る
方
法
は
、
こ
の
燃
焼
サ
イ
ク
ル
を
遮
断
す
る
方
法
と

言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

木
材
の
難
燃
化
処
理
に
は
現
在
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ

り
、
薬
剤
を
表
面
に
塗
装
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
一

般
的
に
は
、
薬
剤
を
木
材
に
注
入
し
て
化
学
的
に
木
材
内

部
に
炭
化
層
と
な
る
層
を
あ
ら
か
じ
め
つ
く
り
、
木
材
を

燃
え
難
く
す
る
方
法
が
主
流
で
す
。
木
材
は
燃
や
す
と
ふ

つ
う
は
白
い
灰
に
な
り
ま
す
が
、
薬
剤
を
使
っ
て
難
燃
化

処
理
し
た
木
材
は
黒
い
消
し
炭
に
変
化
し
ま
す
。
注
入
す

る
薬
剤
に
は
、
リ
ン
酸
系
、
ホ
ウ
酸
系
、
ケ
イ
酸
系
、
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
系
な
ど
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

◉
薬
剤
の
注
入
技
術

木
材
の
腐
朽
を
食
い
止
め
、
耐
用
年
数
を
延
ば
す
木
材

保
存
技
術
に
は
長
い
歴
史
が
あ
り
、
保
存
薬
剤
の
木
材
へ

の
注
入
方
法
も
開
発
さ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
ひ
と
つ
が
、

加
圧
処
理
で
薬
剤
を
注
入
す
る
加
圧
処
理
法
で
す
。
加
圧

処
理
法
は
、
①
注
薬
缶
と
呼
ば
れ
る
シ
リ
ン
ダ
ー
内
に
木

材
を
入
れ
、
②
シ
リ
ン
ダ
ー
内
部
を
減
圧
し
て
木
材
中
の

空
気
を
抜
き
、
③
そ
こ
に
薬
剤
を
充
満
さ
せ
て
加
圧
し
、

木
材
に
薬
剤
を
浸
透
さ
せ
ま
す
。
難
燃
木
材
も
こ
の
方
法

で
薬
剤
を
注
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
温
冷
浴
と
い
う

方
法
も
あ
り
ま
す
。

ど
れ
だ
け
の
量
の
薬
剤
を
木
材
に
注
入
で
き
た
か
で
、

木
材
の
防
火
・
耐
火
性
能
が
決
ま
り
ま
す
。

薬
剤
注
入
に
よ
る
防
腐
処
理
と
防
火
処
理
と
で
は
木
材

の
ど
の
部
分
に
薬
剤
を
浸
透
さ
せ
る
か
と
い
う
点
で
基
本

的
違
い
が
あ
り
ま
す
。
防
腐
処
理
は
樹
種
、
性
能
で
異
な

り
ま
す
が
、
一
般
的
に
腐
り
や
す
い
部
分
、
つ
ま
り
辺
材

部
分
を
処
理
し
ま
す
。
心
材
部
分
は
材
の
表
面
よ
り
10
㎜

等
（
断
面
寸
法
で
浸
透
の
深
さ
は
異
な
る
）
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
通
常
辺
材
部
へ
の
加
圧
注
入
に
よ
る

薬
剤
の
浸
透
性
は
心
材
部
に
比
較
し
て
良
好
で
す
。

し
か
し
、
難
燃
化
処
理
は
、
木
は
ど
こ
を
燃
や
し
て
も

燃
え
る
わ
け
で
す
か
ら
、
金
太
郎
飴
の
よ
う
に
ど
こ
を

切
っ
て
も
同
じ
防
火
性
能
を
も
つ
よ
う
薬
剤
を
全
層
に
満

遍
な
く
浸
透
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
技
術
的

に
き
わ
め
て
難
し
い
こ
と
な
の
で
す
。
木
材
内
部
に
は
心

材
も
辺
材
も
あ
り
、
節
も
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
均
一
で
は

な
い
。
樹
種
に
よ
っ
て
内
部
の
構
造
も
異
な
り
ま
す
。
な

の
で
私
た
ち
は
、
薬
剤
に
よ
る
難
燃
化
処
理
に
当
た
っ
て

特
集

難
燃
処
理
木
材
が
拓
く
、

木
材
利
用
の
可
能
性
と
課
題

─
難
燃
処
理
木
材
入
門
編
─

越
井
木
材
工
業
㈱
常
務
取
締
役

松
本
義
勝
氏
に
聞
く

 木材の難燃化処理とは

図─1　発熱性試験

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
木
材
利
用
の
可
能
性
を
拡
げ
る
動
き
が
進
ん
で
い
ま
す
。

建
築
物
の
分
野
で
は
平
成
22
年
10
月
、「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、「
公
共
建
築

物
等
木
材
利
用
促
進
法
」）
が
施
行
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
ま
ず
は
公
共
建
築
物
か
ら
率
先
し
て
木
造
化
を
進
め
、
わ
が

国
に
お
け
る
国
産
材
の
利
用
と
自
給
率
を
高
め
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
建
築
物
の
木
材
利
用
を
拡
げ
る

動
き
も
加
速
し
始
め
ま
し
た
。
大
規
模
建
築
を
木
造
化
す
る
構
想
も
本
格
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
建
築
物
の
木
造
化
を
阻
ん
で
き
た
要
因
の
一
つ
は
、「
防
火
や
耐
火
に
木
材
は
弱
い
」
と
い
う
一
般
通
念
で
し
た
。
確

か
に
木
材
は
燃
え
ま
す
。
し
か
し
、「
木
材
を
燃
え
難
く
す
る
」
あ
る
い
は
「
燃
え
な
く
す
る
」
加
工
技
術
が
あ
り
ま
す
。
木
材
の

難
燃
化
処
理
技
術
で
す
。
今
は
、
こ
の
技
術
に
取
り
組
む
研
究
機
関
や
企
業
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
難
燃
処
理
木
材
は
、
建
築
物
へ

の
木
材
利
用
を
拡
げ
る
鍵
と
な
る
技
術
で
す
。
そ
の
可
能
性
、
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
、
越
井
木
材
工
業
株
式
会
社
の
松
本
義
勝
常

務
取
締
役
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。
同
社
は
木
材
の
難
燃
化
技
術
に
長
年
取
組
み
、
そ
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
培
っ
て
き
ま
し
た
。
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は
、
板
材
の
製
材
段
階
で
注
入
性
の
良
い
辺
材
部
を
多
く

含
む
木
取
で
板
材
を
と
り
、
こ
の
板
材
に
難
燃
薬
剤
を
注

入
し
ま
す
。
辺
材
部
の
率
を
80
％
以
上
な
ど
と
定
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
板
材
中
に
規
定
さ
れ
る
均
一
な
薬
剤

の
注
入
量
が
得
ら
れ
る
の
で
す
。
具
体
的
に
は
処
理
す
る

段
階
で
板
材
に
一
枚
ご
と
に
ラ
ベ
ル
を
貼
り
、
ラ
ベ
ル
毎

に
含
水
率
と
重
量
を
自
動
計
測
し
、
不
足
な
ら
再
注
入
を

す
る
と
い
う
方
法
で
す
。

◉
コ
ー
ン
カ
ロ
リ
ー
メ
ー
タ
ー
に
よ
る

防
火
性
能
試
験

建
築
材
料
の
防
火
・
耐
火
性
能
評
価
試
験
方
法
に
は
、

現
在
、
コ
ー
ン
カ
ロ
リ
ー
メ
ー
タ
ー
と
呼
ぶ
装
置
が
使
わ
れ
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
緩
和
措
置
で
木
材
利
用
が
拡
大
し
、

近
年
の
木
造
建
築
物
の
防
耐
火
性
能
把
握
と
技
術
開
発
が

進
ん
で
き
た
こ
と
を
受
け
て
、
平
成
12
年
に
建
築
基
準
法

が
大
幅
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
建
築
基
準
も
合

理
化
さ
れ
、従
来
の「
仕
様
」を
中
心
と
し
た
基
準
か
ら「
性

能
」
を
中
心
と
し
た
基
準
に
変
わ
り
ま
し
た
（
性
能
規
定

化
）。
新
し
い
建
築
材
料
の
防
火
・
耐
火
性
能
の
評
価
方
法

が
示
さ
れ
、
検
査
方
法
も
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、

材
料
を
加
熱
し
て
加
熱
中
、
加
熱
後
の
試
料
の
状
態
を
検

査
す
る
方
法
で
し
た
が
、
新
し
い
試
験
方
法
は
材
料
が
ど
ん

な
燃
え
方
を
し
、
発
熱
量
は
ど
れ
く
ら
い
か
と
い
う
こ
と
を
、

コ
ー
ン
カ
ロ
リ
ー
メ
ー
タ
ー
で
測
定
し
評
価
し
ま
す
。
コ
ー
ン

カ
ロ
リ
ー
メ
ー
タ
ー
は
、
火
災
初
期
の
熱
に
相
当
す
る
熱
量

を
材
料
に
与
え
て
、
そ
の
燃
え
広
が
り
方
や
、
燃
焼
時
の

発
熱
量
、
発
煙
量
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
測
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
図
─
１
）

新
し
い
建
築
基
準
法
に
よ
る
判
定
方
法
は
、
コ
ー
ン
カ
ロ

リ
ー
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
発
熱
性
試
験
で
所
定
時
間
経
過
後
に

（
1
）
総
発
熱
量
※ 1
が
8

MJ
／
㎡
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（
2
）
防
火
上
有
害
な
裏
面
ま
で
貫
通
す
る
亀
裂
及
び
穴

が
な
い
こ
と
。

（
3
）
最
高
発
熱
速
度
※ 2
が
、
10
秒
以
上
継
続
し
て

2
0
0
kw
／
㎡
を
超
え
な
い
こ
と
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。防
火
に
用
い
ら
れ
る
格
付
け
と
し
て
、

不
燃
、
準
不
燃
、
難
燃
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
20
分
、
10
分
、

5
分
間
の
総
発
熱
量
が
8

MJ
／
㎡
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
─
１
）

木
材
も
こ
の
格
付
け
に
よ
る
防
火
性
能
基
準
に
よ
っ

て
、
他
の
建
築
材
料
と
同
じ
く
不
燃
、
準
不
燃
、
難
燃
に

区
分
け
さ
れ
、
不
燃
木
材
、
準
不
燃
木
材
、
難
燃
木
材
が

市
場
に
流
通
し
て
い
ま
す
。

─
建
築
物
に
木
材
を
使
う
法
基
準
に
は
ど
ん
な
も
の
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

◉
三
つ
の
法
基
準

木
材
を
建
築
物
に
利
用
す
る
と
き
関
連
す
る
法
基
準
に

は
、
都
市
計
画
法
（
国
土
交
通
省
）、
建
築
基
準
法
（
国

土
交
通
省
）、
消
防
法
（
総
務
省
消
防
庁
）
の
三
つ
が
あ

り
ま
す
。

都
市
計
画
法
で
は
市
街
地
で
の
火
災
の
危
険
を
防
ぐ
目

的
で
、
地
域
を
限
っ
て
【
防
火
地
域
】、【
準
防
火
地
域
】

を
指
定
し
て
い
ま
す
。
建
築
基
準
法
で
は
、
こ
れ
ら
の
地

域
区
分
に
応
じ
て
建
築
物
の
構
造
を
、
規
模
や
段
階
に
応

じ
て
定
め
、
通
常
の
木
造
建
築
物
よ
り
高
い
防
火
性
能
を

も
つ
耐
火
建
築
物
、準
耐
火
建
築
物
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

（
表
─
２

建
築
用
途
に
よ
る
構
造
制
限
）
さ
ら
に
延
焼

を
防
止
す
る
た
め
に
【
22
条
区
域
※ 3
】
を
設
け
て
い
ま
す
。

（
図
─
２

防
火
の
た
め
の
地
域
指
定
）

【
防
火
地
域
】
都
市
機
能
が
集
中
し
て
い
る
地
域
（
役
所
、

銀
行
、
郵
便
局
、
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
種
々
の
オ
フ
ィ
ス
）

で
、
都
市
の
中
心
市
街
地
や
幹
線
道
路
沿
い
の
商
業
、
業

務
地
区
な
ど

【
準
防
火
地
域
】
防
火
地
域
周
辺
の
商
業
、
業
務
地
域
及

び
居
住
地
区
な
ど

【
22
条
区
域
】
屋
根
の
不
燃
化
等
に
よ
っ
て
延
焼
を
抑
え

る
た
め
、
特
定
行
政
庁
（
市
町
村
に
建
築
主
事
の
い
る
市

町
村
長
、
い
な
い
場
合
は
都
道
府
県
知
事
）
が
指
定
し
た

区
域◉

３
段
階
の
検
査
と
消
防
法
に
よ
る
確
認

建
築
物
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
建
築
物
を
建
て

る
と
き
は
行
政
の
建
築
主
事
ま
た
は
民
間
の
指
定
確
認
検

査
機
関
な
ど
3
段
階
の
審
査
や
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
①
建
築
計
画
作
成
後
の
建
築
確
認
、
②
都
道
府

県
や
市
町
村
が
指
定
し
た
建
築
物
に
つ
い
て
建
築
途
中
に

行
う
中
間
検
査
、
③
工
事
完
了
後
に
行
う
完
了
検
査
の
三

つ
で
す
。

さ
ら
に
、
建
築
基
準
法
の
建
築
確
認
の
際
は
、
消
防
署

に
よ
り
消
防
法
な
ど
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
確
認

さ
れ
ま
す
。
消
防
法
で
は
、
消
防
設
備
等
の
設
置
基
準
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
病
院
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
不
特

定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
た
め
出
火
時
に
人
命
な
ど
の
危

険
の
高
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
消
防
用
設
備
の
設
置
状
況

を
消
防
署
に
届
出
る
必
要
が
あ
り
、
現
地
で
検
査
を
受
け

ま
す
。
消
防
法
は
、
消
防
法
施
行
令
別
表
第
1
に
よ
り
防

炎
防
火
対
象
物
と
な
る
建
築
物
を
定
め
、
防
災
物
品
の
使

用
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

建
築
物
に
用
い
る
材
料
の
燃
え
難
さ
は
、
建
築
基
準
法

と
消
防
法
に
よ
り
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
築
基
準
法
で

義務づけ

防 火 地 域
耐火構造

耐火または準耐火構造

耐火建築物

耐火または準耐火建築物

不燃材・防火構造・防火戸等の防火基準に適合

3階以上の建物／延床面積100m2以上の建築物

上記以外の建物

4階以上の建物／1500m2を超える建物

500～1500m2以下の建物

500m2未満の木造2階建てまで

準防火地域

建　物

※3　建築基準法第 22 条
特定行政庁が防火地域及び準防火地域以外の市街地について指定
する区域内にある建築物の構造は、通常の火災を想定した火の粉
による火災の発生を防止するために屋根に必要とする性能に関して
建築物の構造及び用途の区分に応じて制令に定める技術的基準に
適合するもので、国土交通大臣の認定を受けたものとしなければな
らない。

特殊建築物の用途と内装制限

耐火性能

建築物用途による構造制限

表─1　発熱性試験の基準

表─2　都市計画法が指定する区域と求められる建築基準

図─2　防火のための地域指定状況

 木材を建築物に使用する基準  ─都市計画法、建築基準法、消防法

建築基準法　別表

㈶日本住宅・木材技術センターHPより

※1　総発熱量は、燃焼開始から終了までの時間の発熱速度を累積した
値。MJ／㎡で表す。

※ 2　発熱速度とは物が燃える時に発生する毎秒のエネルギーのことで、
kw/㎡の単位で表す。　

㈶日本住宅・木材技術センターHPより
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準
不
燃
材
料
で
、
廊
下
や
階
段
部
は
不
燃
材
料
で
と
い
う

具
合
で
す
。
こ
の
よ
う
に
内
装
制
限
は
避
難
誘
導
路
の
確

保
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
装
に
お
い
て
は
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分

は
延
焼
ラ
イ
ン
と
称
す
る
規
制
が
あ
り
ま
す
。
防
火
地
域

や
準
防
火
地
域
で
は
耐
火
建
築
物
、
準
耐
火
建
築
物
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
等
の
耐
火
建
築
物
等
の
構
造
壁
は

R
C
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
で
す
。
こ
の
外
壁
に
燃
え
る

材
料
の
木
材
を
貼
る
こ
と
は
耐
火
建
築
物
と
し
て
基
準
法

で
は
ク
リ
ア
し
ま
す
。
し
か
し
、
消
防
署
な
ど
の
チ
ェ
ッ

ク
で
は
延
焼
部
分
（
隣
地
境
界
線
よ
り
２
階
以
上
は
５
ｍ

以
内
の
部
分
）
に
は
上
階
等
へ
の
延
焼
の
被
害
の
恐
れ
が

あ
る
の
で
不
燃
材
料
を
使
用
す
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
ま
す

が
、
上
階
部
へ
の
延
焼
な
ど
の
被
害
予
防
で
あ
れ
ば
何
も

不
燃
材
料
で
な
く
て
も
、
延
焼
の
防
止
が
出
来
る
材
料
で

あ
れ
ば
良
い
の
で
な
い
か
と
言
う
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
我
々
は
林
野
庁
の
補
助
事
業
に
よ
り
平
成
21
年

度
に
建
築
物
の
耐
火
性
能
試
験
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
本

試
験
は
、
難
燃
処
理
木
材
に
よ
る
上
階
へ
の
延
焼
の
防
止

な
ど
に
関
す
る
確
認
試
験
で
し
た
。

東
京
理
科
大
学
で
ビ
ル
外
壁
防
火
の
性
能
を
試
験
す
る

フ
ァ
サ
ー
ド
試
験
（
図
─
３

フ
ァ
サ
ー
ド
試
験
と
は
）

を
、
独
立
行
政
法
人
建
築
研
究
所
で
は
、
室
内
の
火
災
時

の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
オ
ー
バ
ー
な
ど
の
性
能
を
試
験
す
る
ル
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
試

験
で
は
外
装
材
と
し
て
難
燃
処
理
木
材
の
使
用
で
あ
れ
ば

上
階
へ
の
延
焼
は
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

不
燃
材
料
と
難
燃
材
料
と
で
は
製
造
コ
ス
ト
が
大
き
く
異

な
り
当
然
不
燃
材
料
で
は
大
幅
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
な
り
ま

す
。
こ
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
木
材
利
用
の
拡
大
を
妨
げ
る

一
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
一
部

の
研
究
団
体
で
は
ビ
ル
な
ど
の
外
装
の
フ
ァ
サ
ー
ド
試
験

の
試
験
方
法
を
J
I
S
規
格
化
す
る
動
き
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
上
階
延
焼
な
ど
の
試
験
方
法
が
明
確
化
さ
れ
れ

ば
、
今
後
の
難
燃
処
理
外
装
材
の
道
も
拓
け
て
く
る
の
で

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

◉
難
燃
処
理
材
に
よ
る
木
材
利
用
の
追
い
風

平
成
22
年
に
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
官
庁
営
繕
で
木
造
計
画
・

設
計
基
準
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
基
準
作
成
に
際
し

て
我
々
、
日
本
木
材
防
腐
工
業
組
合
で
は
耐
久
性
な
ど
に

関
し
て
官
庁
営
繕
な
ど
へ
提
案
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
官
庁
営
繕
に
は
木
造
建
築
に
関
す
る
基
準
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
法
律
で
は
、
耐
火
建
築
物
を
要
求
さ

れ
な
い
、
低
層
の
建
築
物
で
は
原
則
木
造
と
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
そ
の
他
の
建
物
で
は
内
装
、
外
装
で
の
木
質

化
を
図
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
耐
火
建
築
物
へ

の
要
望
も
多
い
こ
と
よ
り
、
平
成
25
年
３
月
に
国
土
交
通

省
官
庁
営
繕
部
が
「
官
庁
施
設
に
お
け
る
木
造
耐
火
建
築

物
の
整
備
指
針
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
法

律
の
施
行
後
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
や
設
計
事
務
所
な
ど
も
木

造
建
築
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
木
材
を
扱
っ
て
き
た
経
験
が
浅
く
、

木
材
の
使
い
方
や
選
び
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
い
る
企

業
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
恐
縮
で
す
が
弊
社
の
平
成
23

年
度
の
「
不
燃
木
材
・
準
不
燃
木
材
・
難
燃
木
材
に
よ
る

防
火
構
造
と
地
域
産
材
活
用
実
績
」
の
一
部
で
す
。（
表

─
４

越
井
木
材
Ｈ
23
年
度
実
績

写
真
／
え
ひ
め
学
園

本
館
の
防
火
構
造
（
外
壁
）、
写
真
／
九
州
大
学

伊
都

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
写
真
／
帝
京
大
学
八
王
子
小
学
校
）

難
燃
処
理
な
ど
木
材
の
加
工
技
術
が
進
歩
し
、
こ
れ
に

対
応
す
る
法
整
備
と
基
準
が
加
わ
り
、
確
か
な
設
計
・
施

工
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
得
ら
れ
れ
ば
、
防
・
耐
火
性
に
す
ぐ
れ

た
木
造
建
築
物
が
社
会
資
本
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
、
木

材
の
良
さ
と
美
し
さ
が
環
境
を
潤
す
新
し
い
時
代
が
近
づ

い
て
く
る
は
ず
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

は
別
表
に
よ
り
特
殊
建
築
物
に
使
わ
れ
る
内
装
材
に
制
限

が
設
け
ら
れ
、部
位
に
よ
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
難
燃
材
料
、
準

不
燃
材
料
、
不
燃
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て

い
ま
す
（
表
─
３

内
装
制
限
一
覧
表
）。
ま
た
、延
焼
に

よ
る
被
害
の
広
が
り
を
防
ぐ
た
め
、
外
装
や
屋
根
な
ど
の

外
装
に
防
火
措
置
を
施
す
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

◉
建
築
主
事
に
よ
る
確
認

─
手
続
き
が
よ
り
シ
ン
プ
ル
に

平
成
12
年
6
月
ま
で
は
、
耐
火
建
築
物
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
建
築
物
を
木
造
に
す
る
な
ど
特
殊
の
材
料
構
法

を
用
い
る
場
合
、
建
築
基
準
法
第
38
条
に
基
く
建
設
大
臣

の
特
別
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、現
在
は
、

耐
火
性
能
検
証
法
で
検
証
し
た
と
き
の
計
算
書
を
確
認
申

請
に
添
付
す
る
こ
と
で
、
建
築
主
事
に
よ
る
確
認
の
み
で

建
築
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。（「
地
方
分
権

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
11
年
法
律
第
87
号
）」）

─
難
燃
処
理
木
材
に
よ
っ
て
、
木
材
利
用
の
ど
ん
な
可

能
性
が
広
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

◉
耐
火
建
築
物
の
外
装
へ
の
木
材
利
用
の
課
題

─
基
準
が
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
な
い

た
め
の
ジ
レ
ン
マ

建
築
基
準
法
は
別
表
「
内
装
制
限
」
に
見
る
よ
う
に
、

建
物
の
用
途
、
規
模
、
公
共
性
な
ど
に
よ
っ
て
内
装
材
料

に
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
。
壁
は
難
燃
材
料
で
、
天
井
は

 難燃処理木材の課題と可能性

表─3　内装制限一覧表

一般財団法人　日本壁装協会HPより

ISO に準拠したファサード試験装置を使用し、ファサード部に施した木製外装材の
燃焼性状を定量的に把握する目的で試験を実施したものです。本試験は、フラッシュ
オーバー後の外壁開口部から噴出する開口噴出火炎に外壁が曝される状況を想定し
た試験で、開口噴出火炎に曝される状況下における外壁の上方向への燃拡がりの状
況や外壁表面付近の温度等を確認することが可能である。

図─3　ファサード試験とは

笑顔で語る松本義勝氏を囲んで
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表─4　越井木材工業株式会社の「不燃・準不燃・難燃・防火構造」実績
（平成23年度）

えひめ学園本館の防火構造（外壁）

帝京大学八王子小学校（難燃（一部））

九州大学伊那ゲストハウス（内装、腰壁）

松本義勝氏のプロフィール

昭和20年3月7日生まれ　大分県出身
◎昭和42年	3月	 鳥取大学農学部林学科卒業
◎昭和45年	3月	 越井木材工業株式会社入社
◎平成元年	7月	 越井木材工業株式会社　常務取締役　

	 現在に至る

越井木材工業株式会社
URL：http://www.koshii.co.jp
E-mai：info@koshiiwoods.com
大阪府大阪市住之江区平林北1-2-158
TEL 06-6685-2061／FAX 06-6685-8778

平
成
24
年
度
を
振
り
返
る

総来館者数50,000名突破!!

2013年2月2日（土）5万人目のお客様をお迎えしました!!
　2007年10月に開館した当博物館に、開館６年目を迎えた初春、50,000
人目のお客様が来館されました！！ この記念すべきお客様は、DIY女
子部の皆さんです。記念品を贈呈し、記念撮影を行いました。
　総来館者数50,000名を突破し、今後も多くのお客様を迎えられるよ
う、さらに活動を続けていきたいと思います。DIY女子部の皆様、ご来
館ありがとうございました！！

祝!! 

　「日本の合板誕生の父、浅野吉次郎氏」の展示コーナー
を新設しました。浅野吉次郎氏の功績を知る貴重な資料を
展示しています。中日本合板工業組合と合板会館のご厚
意により、実現しました。

　低炭素社会をめざす環境技術を展示
する「エコプロダクツ2012」が2012年
12月、東京ビッグサイトで開催されました。
木材・合板博物館も初めて参加しました。

　木材・合板博物館のホームペー
ジにリンクして、新たにfacebook公
式ページを開設しました。当館の活
動や、よりホットな最新情報をリアル
タイムでご覧いただけます。「いい
ね！」をクリックしていただいた方には
Go-kunシールをプレゼント中。

『出没！アド街ック天国』で紹介されました。

放送内容
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　東京電力福島第一原子力発電所の事故による
放射線被害は、いまだに深刻な状態です。放射線
は森林と木材にどのような影響をもたらしているの
か？ 木材を商業的に扱う方々や、「木材と放射能」
に関心のある方々に向けて、放射線に関する基礎
知識、森林汚染の実情、福島県産材の安全確認
の取組みなどについて講習会を開催しました。

取材中の様子

　7月7日（土）、テレビ東
京『出没！アド街ック天国』
（毎週土曜日21時より放
送中）のテーマ「新木場ベ
イサイド」で紹介されました。



平成24年
	4	月	 ●㈶建材試験センター中央研究所（※累計来館者数4万人達成）
	 	 	 ●日本ピアノ調律師協会・和音クラブ
	 	 	 ●東京シティガイドクラブ
	5	月	 ●岡山県真庭市議会議員　●所沢市高取高齢者大学
	6	月	 ●埼玉県朝霞市レクレーション協会　●林野庁　企画課
	7	月	 ●狭山の歩こう会　●東京ＹＭＣＡ
	8	月	 ●中国の合板メーカー　●物林インターンシップ
	9	月	 ●藤沢のウォーキングクラブ　●神奈川県建具協同組合
	 	 	 ●岩手県森林組合
	10	月	 ●多摩DIY倶楽部　●矢倉沢森林組合（神奈川県）
	11	月	 ●山形県南陽市長他　●町田市木材商組合
	12	月	 ●春蒔プロジェクト㈱

平成25年
	1	月	 ●社会福祉法人八千代翼友福祉会 友愛みどり園
	2	月	 ●DIY女子部（※累計来館者数5万人達成）
	 	 	 ●グループタウンウォッチング
	3	月	 ●NHK文化センター　青山教室　●弘前森林組合

◉新入社員研修
●双日建材株式会社　●丸増ベニヤ商会　
●JKホールディングス株式会社　●オーシカ

	 ●日本製紙木材株式会社　●住友商事株式会社
	 ●加藤ベニヤ株式会社

◉小学校社会科見学－江東区内小学校3年生－
●東雲小学校　●北砂小学校　●第一亀戸小学校　●枝川小学校
●有明小学校　●数矢小学校　●平久小学校　●第四砂町小学校
●第二辰巳小学校　●第三大島小学校　●元加賀小学校
●東砂小学校　●川南小学校　●辰巳小学校　●南陽小学校
●第二砂町小学校　●東陽小学校　●豊洲北小学校

◉江東区外小学校・中学校・高校
●大田区立山王小学校4年生　●宮城県仙台市立鶴谷中学校
●愛知県豊橋市立南部中学校　●深川第二中学校　職業体験
●東京都立小石川中等教育学校2学年（加藤ベニヤ職業体験）
●神奈川県立向の岡工業高校 建築科2年生
●千葉県立市川工業高等学校インテリア科1年生
●千葉県立特別支援学校市川大野高等学園木工コース（見学・木工体験）

◉大学・専門学校など
●女子美術大学 　デザイン･工芸学科プロダクトデザイン
●筑波大学ゼミ　●千葉大学　田渕研究室
●駒沢大学　経済学部　ゼミ　●駒沢女子大学
●東京農業大学地球環境科学部 森林総合研究科学科造林学研究室
●東京デザイナー学院　インテリアデザイン科
●専門学校ＥＳＰミュージカルアカデミー（ゼミ）
●専門学校中央工学校　建築科
●東京テクニカルカレッジ　インテリア科
●東京デザイン専門学校　ディスプレイデザイン科1年

◉ワークショップ
	 7月	 21日	 夏休みの木工教室①　ジグソーパズルをつくろう！
	 8月 4 日・5 日 夏休みの木工教室②　コリントゲームをつくろう！
	 8月18日・19日 夏休みの木工教室③　ビー玉ころりをつくろう！

◉第4回工場見学ツアー
	 7月	28日	 夏休み合板・ＬＶＬ工場見学ツアー＆木工体験

◉クリスマスツリー植林祭
	 5月	27日	 クリスマスツリー植林祭2012（in北海道イコロの森）

◉開館5周年記念式典
	11月	20日	 木材・合板博物館　開館5周年記念式典

◉ウッドマスター（基礎）講習会開催
	10月	15日〜19日	 ウッドマスター（基礎）講習会

◉森と木材の放射線について知る　勉強会・講習会開催
9 月	29日	 第1回勉強会 in 郡山市
12月 1 日	 第2回勉強会 in 郡山市
2月	8 日	 第１回森と木材の放射線について知る in 東京
2月	15日	 第２回森と木材の放射線について知る in 郡山市

木材・合板博物館　平成24年度見学抜粋、活動
（平成24年4月〜平成25年3月）
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毎年大人気の木工教室。スギ合板を使って、下絵から色ぬりまで自分だけ
のオリジナルパズルを作ります。夏休みの思い出や風景など絵を考えた
り、電動糸ノコを使うことで、ものづくりの楽しさを実
感した様子でした。皆さん作品を手に
とびっきりの笑顔で帰られました。　
7月21日（土） 開催。

今回4回目の開催。見たことのない工場見学に参加者たちは、ワクワクドキ
ドキ。海鮮丼など木更津の味を堪能し、海ほたるでの休憩、そしてキーホル
ダーの木工体験。工場で製造過程を見てきた｢合板｣、その合板を使ったキー

ホルダー作りは自由研究だけで
なく、親子で会話が弾む一日で
した。７月28日（土） 開催。

★ジグソーパズルをつくろう!!

★クリスマスツリー植林祭

好きな絵を描いて、
合板に下絵を写します

北海道苫小牧のイコロの森でクリスマス
ツリー植林祭を開催しました。天候にも
恵まれ、参加者が各自スコップを片手に
穴を掘り、苗木を植える事で地球温暖化
を防ぐことを実感し、二酸化炭素をたく
さん吸って元気に育ち、やがて木材とし
て活用されることを願いながら、ツリー
（アカエゾマツの苗木）を自然に返しまし
た。また今回参加できなかった方達の苗
木も参加者で手分けして植えました。そ
して最後には、満足そうな笑顔でいっぱ
いになりました。植林後の散策では、北海
道のカラマツ若葉の新緑やシラカバの純
白の木肌が青空に映えて美しく、特に本
州から参加した方々の感動は大きかった
ようです。散策後は、ラム肉を使ったバー
ベキュー料理を楽しみ、子供たちは大自
然の恵みに触れる一日を過ごしました。　
5月27日（日）開催。

平成24年度開催　ワークショップ紹介

ぼくの、わたしのジグソーパズル、
出来ました！

全員で記念撮影

イコロの森の明るい日差しのなかで、一緒にパチリ！

おかあさんと一緒に、
ぼくにもできるかな

昨年好評だったビー玉ころり。ビー玉がころころ階段をかけおりるおもちゃです。背
板に線をひき、段板をノコギリで切って接着剤で貼る。枠板や底板を寸法にあわせて
ノコギリで切り、クギでとめていく。言葉では単純ですが、作業してみると意外と大
変。親子一緒になって一つの作品を作りあげました。８月18日（土）、19日（日） 開催。

★ビー玉ころりをつくろう!!

土台板を固定する

できましたぁー

出来ましたぁー

手作りのカーボン紙

イトノコを初めて使いました

まずはみんなで下絵描き

出来上がったキーホルダーを手にパチリ

キーホルダーに色塗り

土場の見学 ＬＶＬ工場の中で

出来ましたぁー

出来ましたぁー

★夏休み合板・LVL工場見学ツアー＆木工体験!!

人気の高いコリント作り。下絵を
考え、ノコギリで切って、やすり
がけをしたら、色ぬりと釘打ち。
お父さん・お母さんに手伝っても
らいながら、すてきな作品を作り
上げました。
８月４日（土）、５日（日） 開催。

すてきな絵でしょ

夏休みの宿題、できたよー

ノコギリで切る

出来ましたぁ

下絵描き

★コリントゲームを
つくろう!!

ＬＶＬ工場で、ベニヤレースの見学接着剤の塗布作業を見る

平
成
24
年
度
を
振
り
返
る
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│
こ
の
建
物
に
つ
い
て
お
教
え
い
た
だ
け
ま
す

か
？生

ま
れ
か
わ
っ
た
木
の
館

︱
木
族 N

etw
orks 

の
誕
生

東
京
原
木
会
館
本
館
は
、
昭
和
51
年
に
竣
工

し
ま
し
た
。
こ
の
別
館
は
、
本
館
の
管
理
棟
と

し
て
当
時
は
管
理
人
さ
ん
ご
夫
妻
の
住
ま
い
も

兼
ね
て
い
ま
し
た
。（
写
真
─
改
修
前
）
そ
の

後
平
成
15
年
に
「
東
京
原
木
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・

上
村
メ
モ
リ
ア
ル
」
と
い
う
名
の
図
書
室
に
な

り
ま
し
た
。
故
上
村
武
氏
（
※
1
）
は
林
業
試

験
場
（
現
森
林
総
合
研
究
の
前
身
）
を
経
て
㈶

日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー
理
事
長
、
日

本
木
材
学
会
会
長
を
つ
と
め
ら
れ
た
木
材
学
会

の
重
鎮
で
、
戦
後
の
木
材
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
や
木
材

乾
燥
技
術
な
ど
に
木
材
物
理
の
権
威
と
し
て
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
上
村
氏
が
生
前
に
収
集

さ
れ
た
木
材
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
が
閲
覧
で

き
る
文
庫
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
の
平
成
24
年
9
月
、
資
料
は
本

館
に
移
し
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
の
役
割
は

縮
小
し
、
新
た
に
「
木
族 N

etw
orks

」
と
し

て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

表
正
面
の
小
間
返
し
の
ル
ー
バ
ー
は
、
4
寸

角
の
鋸
目
仕
上
げ
の
ウ
ェ
ス
タ
ン
レ
ッ
ド
シ
ダ

東京原木協同組合
木族 Networks（ネットワークス）　

夏目 攻
おさむ

 氏

「木のまち 新木場」とその周辺エリア
で気になる会社、企業、人物、スポッ
トを紹介する新木場漫歩のコーナー。
今回は江東区東陽5丁目に東京原木協
同組合事務局のある東京原木会館を
訪ねました。
東京原木会館は、四ツ目通りを挟んで
江東区役所の斜め向かいにあります。
東側正面玄関の反対側に、見逃してし
まいそうなほど小さな青い看板があり
ました。「木族 Networks」。原木会館
の別館です。敷地内を入り進むと、柿
渋塗りのルーバーに覆われた瀟

しょうしゃ

洒な建
物が現れました。玄関にいたる外階段
は厚い無垢の一枚板の組み合わせ。
贅沢な木造外装です。
中に案内して下さったのは、昨年まで
東京原木協同組合事務長をつとめら
れ、現在は「木族 Networks」の夏目
攻さんです。サロン風のしゃれた内装、
落ち着 いた 空 間 で す。 壁 に「 木 族
Networks」と彫り込まれた木製ボー
ド。建物の名前だけとは思えません。
夏目氏にお話を伺いました。
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ー
で
す
。
外
階
段
も
レ
ッ
ド
シ
ダ
ー
で
80
ミ
リ

の
一
枚
板
、
天
井
も
レ
ッ
ド
シ
ダ
ー
縁え
ん
こ
う
い
た

甲
板
の

ラ
フ
ソ
ー
ン
仕
上
げ
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
チ
ー

ク
、
壁
は
西
洋
漆
喰
壁
で
す
。
原
木
協
同
組
合

ら
し
く
徹
底
し
て
木
材
の
ク
ォ
リ
テ
ィ
に
こ
だ

わ
っ
た
造
り
に
し
ま
し
た
。

木
を
生
か
す
知
恵
と
交
流
の
拠
点

︱
木
族
に
開
か
れ
た
空
間

東
京
原
木
協
同
組
合
は
、
長
ら
く
国
産
材
・

外
国
産
材
の
原
木
を
と
り
あ
つ
か
っ
て
き
ま
し

た
が
、今
は
木
材
の
流
通
経
路
が
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
私
ど
も
原
木
協
同
組
合
が
果
た
し
た
役

割
も
過
去
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

で
は
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
何
を
す
べ
き

か
？

こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
木
を
生
業
と
し
、

木
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
き
た
の
で
す
か
ら
、

「
こ
れ
か
ら
は
木
に
感
謝
し
、
木
に
恩
返
し
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
趣
旨
か
ら
、

2
0
0
4
年
に
木
材
活
用
推
進
協
議
会
を
発
足

さ
せ
、「
木
の
文
化
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
事
業
の
目
的
は
、
建
築
用
材
と
し
て

の
木
材
の
有
用
性
を
見
直
し
、
建
築
界
や
社
会

に
発
信
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
中
核
的
事
業
と

し
て
、
木
材
に
造
詣
の
深
い
建
築
界
の
専
門
家

の
方
々
を
お
呼
び
し
て
、「
木
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
９
回

に
及
ぶ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
は
、
こ
の
本
に

収
め
各
方
面
に
お
配
り
し
て
き
ま
し
た
。（
写

真
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
書
籍
「
木
を
め
ぐ
る
対
話

＋
」）
こ
の
ほ
か
、
毎
年
、
各
地
に
あ
る
革
新

的
な
木
の
使
い
方
を
し
て
い
る
建
築
物
を
訪

れ
、
新
し
い
木
の
使
い
方
、
木
の
活
か
し
方
を

学
ぶ
「
木
を
使
っ
た
優
れ
た
建
築
の
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
」
な
ど
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

か
つ
て
木
材
は
量
や
価
格
と
い
う
面
ば
か
り

を
基
準
に
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
今
は
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
建
築
材
と

し
て
、
ま
た
人
間
の
暮
ら
し
を
包
む
優
れ
た
素

材
と
し
て
木
材
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、「
木
の
復
権
」
が
実
感
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
木
の
文
化
事
業
は

そ
の
第
2
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、「
木
を
生
か
す

知
恵
を
追
求
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
て
る
」
こ

若き木族よ、来たれ！
木族 Networks へ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

東側正面玄関

改修前

東京原木協同組合「木の文化事業」のセカンドステージ

※ 1
上村　武（うえむら たけし）
1917 年生まれ
1941 年　九州帝国大学農学部林学科卒業
1941 年　九州帝国大学農学部木材理学教室副手
1946 年　農林省林業試験場木材部勤務
1963 年　農林省林業試験場木材部長
1974 年　農林省林業試験場（現森林総合研究所）場長
1978 年　㈶日本住宅・木材技術センター理事長
1985 年　同理事長を退任、同顧問に就任
この間，日本木材学会第 11 代会長（1975 〜 1977 年）
第 11 期日本学術会議会員（1977 〜 1980 年）
木造建築研究フォラム副会長
2003 年 6 月 26 日逝去
■著書

『木とくらし』　鹿島出版会，1985 年
『木づくりの常識非常識』　学芸出版社，1992 年
『木材の実際知識』　講談社，1993 年　（共著）
『木と日本人』　学芸出版社，2001 年　など



K I T O G O - H A N1 5 K I T O G O - H A N 1 4

と
を
狙
い
に
、「
木
族 N

etw
orks

」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は
「
木
族 N

etw
orks

」
の
活
動

拠
点
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
開
か
れ
た
空
間
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。
今
夜
も
こ
こ
で
若
い
建
築
家
の
皆
さ
ん
の

集
い
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

新
木
場
と
、
若
い
建
築
家
を
結
ぶ
役
割

木
場
（
新
木
場
）
は
、
か
つ
て
木
材
流
通
の

一
大
中
継
拠
点
で
し
た
。
通
称
、
木
場
の
木
材

４
団
体
と
呼
ぶ
、
東
京
木
材
問
屋
協
同
組
合
、

東
京
銘
木
協
同
組
合
、
東
京
木
場
製
材
協
同
組

合
、
私
ど
も
東
京
原
木
組
合
、
さ
ら
に
木
材
小

売
商
の
東
京
材
木
商
協
同
組
合
、
新
東
京
木
材

商
業
協
同
組
合
を
く
わ
え
、
木
場
を
中
心
と
し

た
東
京
の
木
材
流
通
を
支
え
る
組
織
と
し
て
機

能
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
流
通
経
路
が
変

化
し
た
今
の
新
木
場
で
は
、
輸
入
外
国
材
を
ス

ト
ッ
ク
し
た
り
、
荷
揚
げ
、
製
材
す
る
イ
ン
フ

ラ
も
姿
を
消
し
、
も
う
見
る
こ
と
も
な
く
な
り

ま
し
た
。

そ
れ
で
も
新
木
場
が
「
材
木
屋
の
ま
ち
」
で

あ
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
誰
も
が
承
知
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
一
般
の
方
を
は
じ
め
、

建
築
家
さ
ん
や
大
工
さ
ん
な
ど
に
と
っ
て
も
、

新
木
場
は
飛
び
込
み
に
く
い
と
い
う
印
象
を
お

持
ち
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
そ
れ
は
そ

う
で
す
。
か
つ
て
隆
盛
だ
っ
た
木
材
流
通
を
仕

切
っ
て
い
た
大
店
が
軒
を
は
っ
て
い
る
わ
け
で

す
か
ら
（
笑
）。
し
か
し
、
木
を
売
り
、
も
っ

と
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
私
た
ち
は
、
そ

の
距
離
を
も
っ
と
縮
め
、
木
の
良
さ
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
新
木
場
と
若
い
建
築
家
、

設
計
者
、
施
工
者
と
を
結
び
つ
け
る
案
内
役
を

つ
と
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
気
持
ち
で
言

え
ば
、
こ
こ
か
ら
新
木
場
へ
バ
ス
を
連
ね
て
行

き
た
い
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
が
（
笑
）、
千
里
の

道
も
一
歩
か
ら
、
こ
こ
を
活
動
拠
点
に
始
め
て

い
き
ま
す
。

木
の
良
さ
は
バ
ー
チ
ャ
ル
で
は
伝
わ
ら
な
い

木
の
良
さ
を
肌
で
実
感
し
あ
う
関
係

現
代
は
Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ
ア
の
時
代
で
す
が
、
木

の
良
さ
は
バ
ー
チ
ャ
ル
な
方
法
で
は
伝
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
木
は
、
人
類
な
ど
と
は
比
べ
物
に
な

ら
な
い
太
古
か
ら
の
生
物
で
す
。
か
つ
て
生
命

を
宿
し
て
い
た
木
が
放
つ
力
を
、
肌
で
感
じ
て

は
じ
め
て
木
の
良
さ
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
新
木
場
一
丁

目
に
あ
る
「
長
谷
木
（
は
せ
も
く
）
記
念
幹
」

は
非
公
開
で
す
が
す
ば
ら
し
い
資
料
館
で
す
。

中
心
に
据
え
ら
れ
た
ダ
グ
ラ
ス
フ
ァ
ー
の
大
樹

を
挽
い
た
「
心
の
木
」
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

あ
れ
を
建
て
ら
れ
た
㈱
長
谷
木
の
長
谷
川
晴
一

社
長
は
「
木
の
波
動
」
を
感
じ
る
こ
と
が
大
切

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

「
木
族 N

etw
orks

」
は
、
具
体
的
に
木
造
技

術
を
学
び
、
木
の
良
さ
を
感
じ
あ
う
関
係
を
結

ん
で
い
き
ま
す
。
例
え
少
人
数
で
も
、
一
線
で

活
躍
す
る
建
築
家
の
先
生
と
フ
ェ
イ
ス
ト
ゥ
フ

ェ
イ
ス
で
学
び
合
う
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。

そ
の
試
み
の
第
一
歩
と
し
て
、
今
年
4
月
か

ら
、「
木
造
建
築
に
関
わ
る
設
計
（
デ
ザ
イ
ン
）

講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。
年
12
回
、
4
人
の
講

師
の
先
生
を
お
招
き
す
る
予
定
で
す
。

第
1
回
の
テ
ー
マ
は
「
民
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
：
与
野
の
井
原
邸
」。
こ
れ
は
埼
玉
県
与

野
市
の
街
道
沿
い
に
あ
っ
た
1
3
0
年
前
の
古

民
家
を
、
こ
こ
に
住
み
た
い
と
希
望
す
る
30
代

の
若
い
ご
夫
婦
の
た
め
に
改
築
し
た
例
で
す
。

こ
れ
を
設
計
さ
れ
た
阿
部
勤
氏
は
76
歳
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
、
創
造
性
に
溢
れ
た
現
役
建
築
家

で
す
。
阿
部
氏
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し

建
築
の
第
一
人
者
で
す
が
、
数
少
な
い
木
造
建

築
に
は
棟
梁
の
手
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
講
座
に
は
施
工
を
担
当
し
た
棟
梁
の
苔
原

順
二
さ
ん
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
原
木

を
使
っ
た
モ
ダ
ン
な
空
間
作
り
の
プ
ロ
セ
ス
と

一
緒
に
木
造
建
築
の
極
意
に
も
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
い
う
企
画
で
す
。
受
講
者
は
若
い

設
計
者
、
建
築
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
施
工
者
な
ど
6

人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
少
数
精
鋭
の
密
度
の

濃
い
講
座
で
す
。
小
さ
く
て
も
確
か
な
一
歩
の

積
み
重
ね
が
、
一
粒
の
種
に
育
つ
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

木
族 N

etw
orks

の
「
族
」
は
仲
間
で
す
。

建
築
家
、
大
工
さ
ん
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
研
究
者

…
…
木
の
魅
力
を
知
り
、
木
を
使
っ
て
何
か
を

な
し
た
い
と
志
す
人
が
集
う
空
間
と
し
て
、
こ

こ
「
木
族 N

etw
orks

」
を
育
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

《
後
記
》

「
木
の
魅
力
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
で
言

え
ば
、
木
材
・
合
板
博
物
館
さ
ん
も
い
い
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
ね
」
と
夏
目
さ
ん
に

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
と
て

も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

こ
こ
「
木
族N

etw
orks

」
を
ど
ん
な
場

所
に
育
て
た
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
か
？
と
夏
目
さ
ん
に
お
尋
ね
し
た
ら
、「
そ

う
、
ト
キ
ワ
荘
で
す
か
ね
」
と
お
笑
い
に
な

り
ま
し
た
。
漫
画
界
に
数
多
く
の
人
気
作
家

を
輩
出
し
た
、
あ
の
ト
キ
ワ
荘
で
す
。
夏
目

さ
ん
は
こ
の
試
み
が
「
一
粒
の
種
に
育
つ
こ

と
を
考
え
て
い
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
な
ら
木
族 N

etw
orks

は
「
種
蒔
く
人
」

で
す
。
19
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
、ジ
ャ
ン
・

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
レ
ー
の
傑
作
「
種
蒔
く
人
」

に
描
か
れ
た
、一
歩
一
歩
踏
み
し
め
な
が
ら

種
を
蒔
く
農
夫
の
目
は
真
っ
直
ぐ
前
に
据
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
眼
差
し
の
向
こ
う
に

は
、
き
っ
と
豊
か
に
穂
が
揺
れ
る
沃
野
が
見

え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

（
博
物
館
ス
タ
ッ
フ

長
谷
川
麻
紀
）
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